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緒　 論

わ が 国 の 苡 回 必 ・即Wr 属 吸 虫 に 関 す る 報 告 は ， 武

上 （1914 ） がMonostomum
　n．　sp．とし て 山 羊 の盲 腸 寄

生 の3 個 体 に つ い て 行 なっ だ の が 最 初 で ， さ ら に 杉 本

（1914 ，　’15） がエ ア シ ヤ ー種 の牛 か ら7 個 体 を 発 見し てHtmu

山 即 ぶなrMx ・7叱 忽n ．　sp．　とし ，続 い て 福 井 は 召z。balus

　b。加 伝L ．？（福 井 ，　1922，’29，　’32），　Ovtsaries 　L．

（福 井 ，　1925，　’29，　732）お よび 召・jr 衍。。nsis　Gray（Fukui ，1929

）か ら7 こ如j 。7かgaster　jりa汕 心e の寄 生 を報 告 し て い

る。し か し こ れ ら の 報 告 は ，す べ て 台湾 の家 畜 か ら 発 見 さ

れ た もの で あ り， 現 在 の 日本 国 内 の動 物 か ら の報 告 は な

かっ た 。 著 者 ら の 一 人 津 村 は 最 近 鳥 取 市 の屠 畜 場 で解 体

さ れ た牛 の 盲 腸 か ら 本 属 の 吸 虫 を 発 見 し た。 こ こ に著 者

らは そ の形 態 の記 載 と種 名 の 検 討 を 試 み る こ と と し た 。

材 料

宿主は3 歳のホルスタイン種牝牛で難産のため1964

年1 月18 日に屠殺解体された．虫体は盲腸から約30 個

体が発見され，そのうち6 個体を採集後ただちに生理食

塩水に移し； 翌日アルコール固体されたもので，そのう

ち3 個体は圧扁後ヘマトキシリン染色標本とし，残りの

｀3個体は外部形態の観察に供した．

形　態

虫体の前体部は扁平樹葉状，後体部は球状乃至円柱状

でその腹面は腹吸盤で占められている．背面は平滑で凸

面を示し，後体部背面は強く隆起して球状，腹面はゆる

（43 ）

やかな凹面 となり， 本属の特徴 として の大 きな乳頭が密

に分布する．乳頭 の分布 する範囲は生殖孔 の後 方体幅の・

増大する部分 から両 体部 の境界あたりにお よび ，乳頭 は16

～18 縦列，各列は24 ～26 個． 頭 端の乳頭 のない部 分

は三角形を なし，そ の中央 腹面 正中線上頭端 から1 ．12～1

．41　mm（平均1 ．26　mm）のところ に生殖 突起があ り，生

殖孔 が開口する． 生殖孔 の 周囲は約1 ．7×1 ．0　mm の横

に長い 惰円形 の浅い陥凹 となり，微小 であるが明瞭 な小

突起 で被 われる．

囗の周 囲は唇状に隆起し，大 きさ不同 の指状突 起に 囲

まれ， 口吸盤 はその後半が左右一対 の吸 嚢にな り西洋梨

子形 を呈し， その大きさは0 ．62～0．99×0 ．66～0．86　mm

（平均0 ．85×0 ．78　mm）．食 道は 囗吸盤の腹面 から出て 後

方に向いそ の長さは1 ．06～1．71　mm（平均1 ．33　mm），食

道 後端部 は極 めて軽度ではあるが，明 らかに壁の筋肉性

肥厚を示す． 腸は食道 に続いて直 ちに左 右に分岐し僅 か・

ながらゆるや かな波状 を示して後端 は腹吸盤 領域に達 す

る．

卵巣 は球状，子宮 の後方，両 腸管終端間にあ り，染 色

標本3 個体の うち2 個 体では右側に，1 個体 では左側に

偏し て認められ，大 きさは0 ．42～0 ．56×0 ．48～0．66　mm

（平均0 ．50×0 ．58　mm）． 卵形成腔 は球状 で卵巣 の 後部

やや 内側に 位置し， そ の 大きさは0 ．32～0．47×0 ．40～0

．64mm（平均0 ．40×0 ．55　mm）であっ た．子宮 は， 起始

部は細 く， 卵巣 附近で蛇行し ながら次第に太く なり，続

いて両腸 管の間で左右に屈曲して 莽巣 から後睾丸 にお よ

ぶ部分 を占 め，次に後睾丸背側に 出て，更に前 睾丸 との
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同で蛇行して，また前睾丸の背側を上行し，ゆるく波形

を描きながら輸精管の腹側に出て，貯精嚢・腸分岐部お

よび食道の復側を生殖孔まで上行する．卵黄巣は腸分岐

部から腸管終端のやや後方腹吸盤の前縁近くまでの腸管

外側に小集塊を呈して密に分布するl 卵黄輸管は限界不

明瞭ではあるが両側の卵黄巣の最後部附近から横に中央

に出て吻合し卵形成腔に連なる．虫卵は卵円形，有蓋で

大きさは120 ～130×63～77μ（平均124×69μ）．

2個の分葉状の睾丸は両腸管の間の前半に位置して

前後に並び，前睾丸は1 ．26～1．80×1．76～2．45mm　（平

均1 ．53×1．71　mm）後睾丸1 ．22～1．54×2．42～2．45　mm

（平均1 ．38×2．44　mm）．輸精小管は各睾丸の背面側方に

近く上行し，前睾丸の前縁近くの背側で合し輸精管に移

行する．輸精管は太く蛇行して貯精嚢に連なり，前睾丸

扣縁と腸管分岐との間を充たす．腺質部は不明瞭で，射

精管はゆるやかな波状を呈して子宮背側・食道腹側を上

行くて生殖孔に達する．腹吸盤の大きさは2 ．5～3．5　mm

（平均2 ．9　mm）．

考　察

上記 の形態学的特徴 から本種はj 面・7zαか召心なr　palo．

ノ心g　Poirier，　1883と同 定された， 著者 らの 得た虫体測

定 値 と文献上 のそれ とを比較 すると，アルコール固定虫

体3 個 体の大きさn ．2～11．6×5 ．5～6 ．1　mm（平均11 ．5

×5 ．8　mm）， 圧扁標本3 個 体の 大きさ11 ．65～16 ．80×5

．21～7．00　mm　（平 均14 ．01×6 ．25　mm）に対しPoirier

（1883 ）のH ．　palon必g では11 （あるものは12 以上）×6

mm ，　Stiles　＆　Goldberger　（1908 ）のII ．　philipp功7凹示

で は7 ．5～9．5×4 ．5～5 （圧扁標本では7 ）　mm ，福井

（1922） のH ．　philippinensisでは14 ．0～15 ．5×7 ～8mm

，杉本（1915）のH ．　taiwana では8 ～12×4 ．5～7mm

である．著者ら の成績 は アルコール 固定標本で はStiles

　＆　Goldberger　（1908） と杉本（1915 ）の測定値 に近

く，圧扁 標本ではPoirier 　（1883 ）と福井（1922）のそれ に

近 い値 を示し た， また腹 吸盤 の 大き さは 直径2 ．5～3．5mm

に対し，　Poirier　（1883 ）は2　mm ，　Stiles　＆　Goldbe－rger

（1908 ）と杉本（1915）は共に2 ．5～3　mm ，　福井（1922）

は 体長 の1／5すなわち2 ．8～3 ．1　mm と述 べ著者ら の測定

値はPoirier の測定値を除い て両者にまたがる広い値 を

示 し た． 次に腹面 の乳頭数 では，杉本（1915）は16 歹U，

福井（1922）は16 ～18 列で共 に各列 約20 個 と記載してい

る が，今回 の虫体 の乳頭数 は16 ～18 縦列， 各列24 ～26

個で，や やその数 が多い ，

（　44　）

消化器では 口部周囲に 大 きさ不同 の乳頭 が 見られた

が，杉本（1915 ）は口の周囲に は約10 個の突 起があ り，1

突起は多くは4 ・5 に分岐する と述 べ，一方 福井（1925 ）

はこれが珊瑚樹状 の複雑 な突 起であるこ とを特記してい

るが，著者らはそれを明視出来 なかっ た．また 口吸盤後

部 の2 個の吸嚢は，そ の形・大 きさが諸報告のそれ と殆

んど同じであっ た．福井（1922 ） はその連続切片による

観 察により，食道は 口吸盤 の腹面 中央 ，すなわち吸嚢 の

前 端から発する と記載してい るが， 今回の圧 扁標本では

その附着点は明確 でなかっ た．

雌性生殖器では，卵巣 の位置は著者 らの標本では子宮

の後方で両側腸終端間にあ リ，3 例のうち2 例 が右側に

偏し，1 例が左側に偏し て認 められた．杉本（1915 ）は

写生図および本文共に卵巣 は子宮 の後方・右腸枝の左側

にある とし，ま た福井 （1922 ）は卵巣 は腸の後方，吸盤

の前方，体の中心に位置 すると述 べ，図では左 側に偏し

て描いている．以上 から，本 虫体の卵巣 は本来子宮 の後

方，両側腸終端間 のほぼ 中央 に位置するものであ り．圧

扁処理によっ て どち らかの側に偏し， これ と連続する 卵

形 成腔も卵巣に従っ て一 側に偏し ながらもその 後内側 に

位置した とも考えら れる，杉本 （1915 ）の図では，子宮

は後睾丸 の腹側を上行 する如 く描 かれているが，今回 の

観察では福井（1922 ）やTravassos 　（1934） と同様に両

睾丸の背側を上行し てい た．また腸分岐部および食道部

においては福井（1922）およびWillmott 　＆　Pester　（1961）

の連続切片に よる観 察所 見お よび図にある如く背側 に食

道 ，腹側に射精管があ り子宮 は両 者の問には さまれ た形

で上行する のが確認 された．また虫卵は卵円形 を呈し有

蓋で大き さは120 ～130×63 ～77 μ（平均124 ～69 μ）であ

っ たのに対し，　Stiles　＆　Goldberger　（1908 ）は125 ～139

×67 ．5～86μ，杉本 （1915 ）は0 ．12×0 ．06mm とし てお

り，非常に近い値 を示 した．

雄性生殖器 （睾丸，輸 精管，貯精嚢および射 精管 ）の

形態お よび大 きさは諸報告にみられる記載 に一 致した．

排泄系につい ては，福井（1922 ）は腹面 より見ると琴

柱 の様 な形 態を示 すと述 べているが，著者 らの標本では

卵巣 の後方腹吸盤 の前方，体の中心部に位 置し ，不明瞭

ながらそ の形 態をうかがうこ とが出来 たが，そ の限界を

明視するこ とは出来 なかっ た．排泄系につい ては，福井

（1922 ，　’29） は昇汞 ・苛 性カリ処理標本で詳 細な記 載を

行い，排泄管 は中央 嚢部の下端背面から出 て短 かく直 ち

に背面に開 くと述 べてい る．

召卵k ふ 即 泊y 属吸 虫に つい ては，　Poirier　（1883 ）
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Fig．　6．　Ventral　view　cf　H．　即 加・心

Java において 印度野牛の一種 鳬 ／回 心（Bos）戸回ZaX八

す なわちGayal の盲腸から発 見し，Ho 。rfogast・－　pa　－

／回 必・ と命名して以 来，　Giard　＆　Billet　（1892）はTon －kin

におい て牛 の大腸からこれ と同一 ものを発 見し，昆

／4・’湎’jと命名し，　Stiles　＆　Goldberger（1908 ）はフ イリ

ッピン群 島の牛の盲腸から本属のものを発 見しII ．　phi－Z

φがnensis と命名している．　し かし福井（1922） は，前2

者 の記 載は不完 全なためにこれらの種につい て同定 す

ることが出来ない と述べ，最初 の報告はH ．　philippine－j

，示 と同定し た．しか し次の報告（1924 ） にお いて前報

告 の名 称を 且 加 加 心e と改 むべきで あ るとし， 更に

か れの総説（1929）においてもMaples 　tone　（1923 ）の分類

に従い 後2 者がH ．押 ／回 沁・のSynonym であるこ と

を明記 し， 最初の報 告を訂 正している．　Travassos（1934 ）

はParamphistomoidea の総説 に おい て同様の 見解を取

り，　Y　amaguti　（1958 ）お よびCkph6hh （1949）は彼等の著

書におい て同様 の取扱い をしている．

わが国 に おける 召omalogiばaり こ関する 報 告は 武 上

（1914 ）が 台 湾 嘉 義 庁 下 西 螺 街 屠 場 で 山羊 の 盲 腸 か ら3 個

体 を 発 見 してj 加 加j ／の，7。，リ）i　n．　sp．と 仮 称 し た のを 始 め

と し て ， 杉 本（1914 ，　 ’15） が 台 湾 嘉 義 庁 下 か ら 移 入 し 台

湾 総 督 府 農事 試 験 場 で 解 体 され た血 尿 症 疑 似 の エ ア シ ヤ

一 種 の 牛 か ら7 個 体 を 発 見 し，にフQノルiloga 丿心 ，－／ぷ7aj ，j．とxn

．　sp． とし て 報 告 し， ま た 福 井 は 仙 贔j ／・・j　気 臨 ／八L ．？

（1922 ，　’29，　’32），　Oi 心g ・ries　L、（1925 ，　’29，　’32） お

よ び 召6 訪 み，9。sis　Gray 　（1929 ） の 盲 腸 か ら 発 見さ れ た

程 加 ／ωj血7 に つ い て報 告 し て い る が ， し か し 彼（1924 ，

’29，　 ’32） は こ れ ら の材 料 が す べ て 杉 本 正 篤 お よび 森 下

薫 両 博 士 に よ り 台湾 か ら送 附 さ れ た も の で あ る こ と を記

載 し てい る ．

とこ ろ で 武 卜 の報 告 は そ の 記 載 が 不 確 実 な た め 考 察

の対 照 と し が たい が， そ の 図 よ り 召．芦山 臨x・1・で あ る

と 考 え ら れ る ． 一 方 杉 本 のH ．圸 八む，凹 ，凵 こつ い て は ，Travassos

　（1934 ）は 上記 の 総 説 に お い で 文献 が入 手 出

来 な かっ た が ” と但 書 し てH ．　palonii・に とは 別 種 の 扱

を し てお り ，　CkphCHH 　（1949 ） も彼 に な らっ て い る ． ま

たY 　amaguti　（1958 ）は 昆X ぷ7£！とxt，lα　をII ．　palon ’uieのSynonym

とし て い る ．著 者 ら も 仔 ／ぷxaj ・α が沮I』定 値

の 差 異 を 除 い て は 根 本 的 な形 態 学 的 和 違 を 見 出 す こ と が

出 来 な い の で ， 瓦 μ・／ω心・・・ と同 一 の も の で あ る とい う

見 解 を取 り たい ． 従っ て 今 回 の 虫 体 もJ 陥フ，以ぶ・gaster

芦7晶・・’ae　Poirier，　1883 と同 定 す べ き も の と 考 え る の で

あ る．

上 述 の如 く武 上 ，杉 本 ， 福 井 に よ る 報 告 は す べ て 台 湾

に お い て家 畜 か ら 発 見 さ れ た も の で あ リ， 現 在 の 日 本 領

土 内 宿 主 か ら の 報 告 は こ れ が 最 初 の も ので あ る ． し か し

著 者 ら の一 人 井 沢 は 烏 取 市 の屠 畜 場 に お い て 現 在 ま で3

頭 の牛 に 本 虫 の 寄 生 を 認 めて お り， そ の種 類 お よ び 生 産

地 を 見 る と2 例 が 和 牛 （成 牛 ） で 鳥 取 県 東 伯 郡 北 条 お よ

び 鳥 取 県 気 高 郡 青 谷 町 産 で あ リ， 他 の1 例 は ホ ル スタ イ

ン 種 （5 歳 ） で 鳥 取 市 の産 で あ っ た ．従 っ て 今 ま で の寄

生 例 は す べ て 鳥 取 県 の山 陰 線 沿い に 分布 が 見 ら れ る ． し

か し 現 在 の とこ ろ 積 極 的 な 調 査 を 行 なっ て い な い ので ，

そ の 寄 生 率 お よび 分 布 に つい て の 正 確 な 資 料 を 得 て い な

い ． そ こ で 今 後は 本 寄生 虫 の 実 態 に つ い て 詳 細 な 検 討 を

試 み たい と 考 え てい る ．

総　 括

鳥 取 屠 畜 場 に お い て解 体 さ れ た 屠 殺牛 の 盲 腸 よ り 月「，9一

大ilogaster 　piぶ 臨xr　Poirier，　1883　を 発 見 し ， そ の 記 載

を 行 なっ た ．
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HOMALOGASTE 尺PALONIAE　FROM 　A　COW 　IN　TOTTORI，　JAPAN

TSUKASA　SAKAMOTO ，

（Depa Γ／・7・ent　of　PaΓasitology ，　Faculty 　of　T・Teterinary　Aをjjcヽ trie．。

月okkai °do　Univers丿砂，ぶappor 。，ゐpan ）

Iwao 　TSUMURA

（．Faculりi　of　Agric。yX。re，　Tottori びniversi，り・，　Tottori，　Jap α7お

＆

SATORU　IZAWA

（T がXa冐 月ealt ゐCaX 。r，　Tott。，臨 ぷゆα7・）

About　thirty　specimens 　of　the　trematode　were　found　from　the　caecum　of　a　cow　 召θy

／心・・’略L ．　at　the　Tottori　slaughter　house　on　January　18，　1964．　The　parasite　showed　the　followingcharacteristics　and　was　identified　as　j76

。。α／。gasたr
　palonia

。Poirier ，　1883　；　this　report　is　thefirst　one　in　the　present　Japan

．

Body　divided　into　a　leaf－shaped　anterior　portion，　ventrally　papillated，　and　a　spherical　orcylindrical　posterior　portion　with　acetabulum　on　ventral　surface

；　11．65～16 ．80　mm　in　body　lengthand　5

．21～7 ．00　mm　in　breath．　Papillae　on　ventral　surface　arranged　in　16～18　longitudinal　rows ，．each

row　contains　24 ～26　papillae ．　Genital　pore　1 ．12～1 ．41　mm　from　head　end　on　ventralsurface　of　the　anterior　triangular　part　without　pap

Ⅲae ．　Mouth 　surrounded　with　papillae ．　Oralsucker　with　two

diverticula．　Caeca　somewhat　undulating ，　reaching　to　acetabu】ar　zone．　Testeslobed

，　tandem ，　occupying　anterior　intercaecal　field ，　1．22～1 ．80χ1 ．76～2 ．45　mm　in　size．　Ovarysubglobular　between　caecal　ends

，　0．42～0 ．5fiχ0 ．48～0 ．66　mm　in　size．　Ootype　submedian ，　post－ovarian

，　0．32～0 ．47χ0 ．40～0 ．64　mm　in　size．　Uterus　in　！ntercaecal　field，　winding　posterior　anddorsal　to　testes

．　Vitellaria　eχtending　evtracaecal　field　from　level　of　intestinal　bifurcation　to　levelof　anterior　marge　of　acetabulum

．　Eggs　elliptical ，　operculated，　120 ～130 χ63 ～77 μin　size．

In　Japan　before　the　War ，　the　trematode　was　found　limitedly　in　Formosa ．　Takegami

（1914 ）　found　the　first　three　specimens　under　the　name 　of　A血刀θ兌θ刀turn　n．　sp．　from　the　caecumof　C

り！）
，－
とx　／詒7

。5　L ．　Sugimoto 　（1914 ，　’15）　reported　that　seven　specimens　of　 召
θ
。lalogaster

たxjx£・α7xα　n．　sp．　were　found　from　caecum　of　 召
。5　Xα。rus　L ．　Fukui 　（1922 ，　’25，　’29，　’32

．・investigated

j7 ．　paloniae　from　the　caeca　of　 召。balus　ろubalis　L ．？，（λ 心aries　L ．　and　 召θ夕ryz

みtensis　Gray．　The　present　authors　consider　the　above　two　species　found　in　Formosa　assynonyms　of　

月7．夕alorii・αa

（48 ）




